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研究成果の概要（和文）：環境ガバナンスに資するデータベースの概要を研究代表者が管理する

ウェブサイトに構築するとともに、伝統知とその法的問題点について査読入り学術図書 1 冊と

当該課題に関する査読入り学術論文を 4 本出版した。学会発表は 7 回行った。また、毎年著名

な研究者を筑波大学と国連大学高等研究所へ招へいし、シンポジュウムと研究者交流を行い、

オーストラリア、カナダ、アメリカ、ドイツ、インド、ブラジルの研究者との共同研究へとつ

なげることができた。当該課題に関する修士論文を 3 本主査として指導した。 
 
研究成果の概要（英文）：I have laid the foundation for databasing traditional knowledge/ 
wisdom that contributes to environmental governance in my official homepage. During the 
three-year grant period, I published one peer-reviewed academic book on the ethical and 
legal implications of traditional knowledge studies and four academic journal articles. I 
made seven presentations at academic conferences. With the grant, I invited 
internationally well-recognized scholars and indigenous leaders from overseas to the 
University of Tsukuba and the Institute of Advanced Studies-United Nations University 
for this research project. I also have established a solid academic collaboration with 
scholars and indigenous leaders in Australia, Canada, India, Germany, Brazil, and the 
United States. I also supervised three master’s theses on traditional knowledge as 
academic supervisor. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１） 先住民族と地元民の伝統的知識・知

恵が地域主体の環境ガバナンスに果
たす役割に関する研究は、オースト
ラリアや北米、インドなどでさかん
に行われていた。しかし、本研究課
題を開始する当初、日本では、ほと
んど注目をあびていなかったといっ
ても過言ではない。そこで、国内で
のリンクを先住民族のアイヌ民族と
沖縄のグループに限定した。また、
海外での研究について資料をできる
だけ収集した。同時に、著名な研究
者とのネットワーク作りを精力的に
こなした。 
 こうした当初の過程で明らかにな
ったのは、多くの研究者が伝統知を
研究する際、研究倫理についての重
要性を強調してきたが、実際に詳し
く研究課題として突き詰めてこなか
ったことである。 
 また、伝統知に関する研究は、研
究成果の全容がほとんど明らかにさ
れてこなかったため、伝統的知識の
定義からはじまり、知識の有用性、
環境ガバナンスへの役割について体
系的な研究が遅れていた。 

（２） 本研究開始当初、こうした問題を明
らかにするため、海外の研究者を招
へいし、一緒に問題点について考え
るところから始めた。特に、伝統知
を環境ガバナンスに「使う」という
点に関しては、懐疑論者も多かった
ため、どのように研究に汎用性をも
たせるのかについて、慎重にディス
カッションを行った。 

（３） ただ、北米の先住民族の文化の表象
と知的所有権の問題については、以
前に出版があったため、この問題に
ついてさらに突き詰め、将来的に著
書としてまとめることができるよう
準備をはじめた。 

 
２． 研究の目的 
（１） 長年地域に根ざしてきた環境管理に

関する伝統知をどのようにまとめて
情報提示してゆけば持続可能な環境
利用に最大限資することができるの
だろうか、という疑問を命題とした。 

（２） この疑問に答える具体策として、本
研究は環境管理や保全に関する伝統
知を日英言語対応のデータベースに
搭載し、伝統知を生かした地域主体
の環境ガバナンスにしすることを目
的とした。 

（３） また、近年各地方で環境倫理や伝統

知が軽視され技術・経済開発依存が
浸透するなか、残された伝統知を地
域ごとに集め比較し、現代社会のあ
りかたを見直すことを 2 つ目の目的
とした。 

 
３． 研究の方法 
（１） 文献調査と出版・発表 

伝統知に関する文献を収集し、傾向
と問題点を明らかにするとともに、
出版の可能性をさぐった。 

（２） シンポジュウムやワークショップ開
催など国際連携の基盤づくり 
研究者や先住民族のリーダーと意見
交換や共同研究の可能性をさぐった。 

（３） データベース構築 
データベースのデザインを作成し、
そこへ情報を入力した。 

 
４． 研究成果 
（１） 伝統知研究に関する倫理的な方針を

著書の中で明らかにした。特に、先
住民族の文化を論文やさまざまな媒
体で表象する際の留意点を提示した。 

（２） 伝統知と生物多様性維持の関連につ
いて、2つの論文で明らかにした。特
に、政策や法整備の問題点を歴史的
な視野から明らかにした。 

（３） 筑波大学内に伝統知に関する研究グ
ループを再組織し、公認を受けると
ともに、このグループを媒体として
海外の研究者との連携を強めた。 

（４） ブラジル連邦パラ大学の研究者の研
究グループに登録され、共同研究を
行った。 

（５） オーストラリア国立大学の研究者と
連携をとり、この大学の先住民族研
究所からレジデントのステータスを
受けた。それを拠点に、オーストラ
リアでの持続的な共同研究の基盤を
築くことができた。 

（６） ドイツの研究機関の最高峰とされる
ルードビッヒ・マクシミリアン大学
のレイチェルカーソン・センターか
らフェローとしてのステータスをも
らい、25 年度から共同研究をするこ
とができるようになった。 

（７） カナダのブリティッシュ・コロンビ
ア大学と全国メイティー評議会のプ
レジデントと強い関係を結ぶことが
でき、長期的な共同研究の基盤を築
くことができた。 
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